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震災対策 「緊急輸送道路の確保」に支援策 
 

 大震災の際に、市内の主要な道路の沿道にあ

る老朽化したマンションが倒壊して、道路が封

鎖された場合、消防車や救急車が立ち往生し、

人命に関わる問題が発生します。 

緊急輸送道路の確保は、首都直下型地震の発

生も懸念される中、極めて緊急度の高い事業で

す。 

 そこで国は、地方自治体と連携して、特に重

要な緊急輸送道路の沿道にある老朽化したマ

ンションの耐震補強工事を支援する政策を打

ち出しました。 

 内容は、工事にかかる費用の６分の１を国が、

６分の１を東京都が、３分の２をマンション所

有者（管理組合など）が負担するというもので

す。なお、国と東京都は、地元市が６分の１を

負担する場合には、それぞれの補助率を「６分

の１」から「３分の１」に引き上げる特例措置

も盛り込みました。 

 後者の場合は、国が３分の１、東京都が３分

の１、地元市が６分の１、マンション所有者（管

理組合など）が６分の１の負担となり、耐震補

強工事が一層促進されることになります。 

 しかし、稲葉市長は、地元市として６分の１

を負担することに後向きの姿勢を示しました。 

 このため、老朽化したマンションの管理組合

法人から「小金井市特定緊急輸送道路沿道建築

物耐震化推進事業助成を求める請願書」が提出

されました。陳情書と異なり、請願書の場合は、

内容に賛同する市議会議員が「紹介議員」にな

らないと議会に提出できません。私は、震災対

策を進める観点から、「紹介議員」になること

をお引き受けしました（最終的に、２３人の議

員の内、６人が紹介議員になりました）。 

 請願書は全会一致で採択されました。 

  

請願書が全会一致で採択されたことを受け

て、稲葉市長は考えを改め、来年度予算に必要

な予算を盛り込むことを決めました。 

 私が掲げる「脱ムダの市政」は、真に必要な

事業と、ムダな事業を明確に区分けし、必要な

事業は着実に実施、ムダな事業は排除するとい

う考え方です。今回のケースもその観点で判断

しました。 

 今後も引き続き、首都直下型地震に備えて対

策を充実するよう行政に求めてまいります。 
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「脱原発都市宣言」を求める陳情書「脱原発都市宣言」を求める陳情書「脱原発都市宣言」を求める陳情書「脱原発都市宣言」を求める陳情書    

市議会市議会市議会市議会総務企画委員会総務企画委員会総務企画委員会総務企画委員会が採択が採択が採択が採択    
 

 １月２１日、小金井市議会総務企画委員会は、

「原発問題に関する陳情書」を全会一致で採択

しました。 

 この陳情書は、「脱原発都市を宣言すること」 

「脱原発に資する取り組みを行うこと」の２点

を求める内容でした。 

 賛成は、みどり市民ネット（渡辺大・片山）

自民党（露口）民主党社民（武井・村山）共産

党（森戸）の６委員で、反対はなしでした（委

員長である公明党の宮下委員は採決に加わり

ません）。 

 この陳情書は、１月３０日の本会議において

全議員による採決が行われ、最終的な議会の判

断が示されます。 

 政党や議員によって具体的方法に考えの違

いはありますが、日本の将来を考える時、大き

な流れとして「脱原発」を進めることが必要だ

と私は思います。 



勤務時間中に業務用端末を不正使用 

市職員が停職１か月に 
 

 １月１７日、稲葉市長は、市職員１名を停職

１か月の懲戒処分に付しました。 

処分の理由については「平成２０年４月頃か

ら平成２４年３月頃までの間、業務に使用する

端末を不適正に使用し、勤務時間中に業務目的

外でのウェブサイトの利用や私用メールの送

受信を行った」と記されています。 

 この件に関しては、年末に、私の所属する会

派の控室に、当該職員の同僚職員と思われる職

員から匿名の封書（私的利用の証拠書類などが

入っているもの）が届けられ、私から稲葉市長

に対して調査を要請しておりました。 

 証拠書類を見る範囲では、私的利用の中身は、

ネットオークションやネットバンキングなど

のようで、役所の業務用端末で行うべきもので

ないことは明らかでした。 

 なお、１月１８日の読売新聞に、小金井市が

懲戒処分した職員の所属や年齢を公表しない

ことへの批判記事が掲載されていました（武蔵

野市、調布市、狛江市では公表しているため）。 

 そこで私は１月２１日の市議会総務企画委

員会で、近隣市に比べて公開度が低いのは問題

であり、基準をきちんと定めることを求めまし

た。また、業務用端末を私的に使わないよう、

再発防止策を講じることを求めました。 

 

提案実現 

開発事業本部は廃止 

再開発課をまちづくり推進課に統合 
 

 私は、昨年３月の予算特別委員会で、稲葉市

長に対して「開発事業本部再開発課と都市整備

部まちづくり推進課を統合すること」を求めま

した。 

 現在も、武蔵小金井駅南口第２地区の再開発

は「再開発課」が担当し、武蔵小金井駅北口の

再開発は「まちづくり推進課」が担当するとい

う、大変わかりにくい組織になっており、人件

費のムダも生じています。 

 その予算特別委員会から１年近くが経過し

ましたが、このほど、稲葉市長は、私の提案に

沿って、開発事業本部を廃止、再開発課はまち

づくり推進課に統合する方針を打ち出しまし

た。 

 行政組織の肥大化を避ける意味で「スクラッ

プ＆ビルド」は重要です。今後も「わかりにく

い組織」「ムダを生む組織」の見直しを提言し

てまいります。 

 

○「情報公開こがねい」からのお願い○「情報公開こがねい」からのお願い○「情報公開こがねい」からのお願い○「情報公開こがねい」からのお願い    
 

● 小金井市にお住まいのご家族・ご友人・お知り合

いをご紹介願います。 

● 活動資金カンパにご協力願います。 

郵便振替口座番号 ００１５０－３－６６３８９６ 

口座名義 情報公開こがねい 

● ボランティアを募集しています。 

※ご不明の点がございましたら、上記連絡先まで御一

報願います。 

 

○ みんなで「小金井」を語りませんか？みんなで「小金井」を語りませんか？みんなで「小金井」を語りませんか？みんなで「小金井」を語りませんか？    
初めての方でもお気軽にご参加ください初めての方でもお気軽にご参加ください初めての方でもお気軽にご参加ください初めての方でもお気軽にご参加ください    

 

□ と き ３月１０日（日） 

 

渡辺大三月例市政報告会 ３時３０分～５時００分 

渡辺大三君を激励する会 ６時３０分～８時３０分 

 

□ところ 小金井市市民会館「萌え木ホール」 

（小金井市役所本庁舎の南側にある商工会館の３階

にあります） 

 

□ 参加費 

報告会＝無料 激励する会＝1500円（飲食費） 

 

□主 催 情報公開こがねい 

 

＊会場設営の都合上、激励する会にご参加いただけま

す場合は、前日夜までに表面記載の連絡先（電話・Ｆ

ＡＸ・Ｅメール）に御一報いただければ幸いです。市

政報告会のみの場合、参加申込は不要ですので、直接

会場にお越しください。 

 
 

▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼    
    

 

○昭和４１年、岩手県水沢市生まれ（父は農林省東北

農政局勤務）。秋田県横手市・宮城県仙台市・山形県

山形市で幼少期を過ごす。○昭和５０年（小学校３年

生の時）、小金井市貫井北町に転入。○小金井市立本

町小学校（本町）、小金井市立小金井第一中学校（桜

町）・東京都立小金井北高等学校（緑町）・中央大学法

学部政治学科を卒業。 

○河北新報社（本社＝仙台）で新聞記者。編集局勤務。

○地元衆議院議員の秘書。○平成５年、小金井市議選

に初当選（２６歳）。以降、５期連続当選。○これま

でに、議会では、議会運営委員長・予算特別委員長・

行財政改革調査特別委員長・ごみ処理施設建設等調査

特別委員長・議会報編集委員長などを務める。○現在、

地域では、生ごみ処理を考える小金井市民協議会役

員、貫井北町商工振興会事務局長、中央大学学員会小

金井支部幹事、東京都立小金井北高等学校同窓会幹事

長などを務める。○４６歳。 
 


